
(12) 特許協力条約に基づいて公開された国際出願

(10) 国際公開番号
(43) 国際公開 曰

2013 年 6 月 13 日（13.06.2013) W O 2013/084796 A 1
W 画P O P C T

(51) 国際特許分類： (81) 指定国 （表示のな い限 り、全 ての種 類の 国 内保
H05K 13/02 (2006.01) B65H 21/00 (2006.01) 護 が 可 肯 ) : AE, AG, AL, AM, AO, AT, AU, AZ, BA,

BB, BG, BH, BN, BR, BW, BY, BZ, CA, CH, CL, CN,
(21) 国際出願番号： PCT/JP20 12/080974

CO, CR, CU, CZ, DE, DK, DM, DO, DZ, EC, EE, EG, ES,

(22) 国際出願 日： 2012 年 11 月 29 曰（29. 11.2012) FI, GB, GD, GE, GH, GM, GT, HN, HR, HU, ID, IL, IN,
IS, KE, KG, KM, KN, KP, KR, KZ, LA, LC, LK, LR, LS,

(25) 国際出願の言語： 日本語 LT, LU, LY, MA, MD, ME, MG, MK, MN, MW, MX,
MY, MZ, NA, NG, NI, NO, NZ, OM, PA, PE, PG, PH,(26) 国際公開の言語： 日本語
PL, PT, QA, RO, RS, RU, RW, SC, SD, SE, SG, SK, SL,

(30) 優先権丁一 タ： SM, ST, SV, SY, TH, TJ, TM, TN, TR, TT, TZ, UA, UG,
寺願 201 1-268867 201 1 年 に 月 8 曰（08.12.201 1) JP US, UZ, VC, VN, ZA, ZM, ZW.

(71) 出願 人 ：富士機械 製造株 式会 社 (FUJI MACHINE (84) 指定国 （表示のな い限 り、全 ての種 類の広域保
MFG. CO., LTD.) [JP/JP]; 〒4728686 愛知 県知立巿 護 が 可 肯巨）：ARIPO (BW, GH, GM, KE, LR, LS, MW,
山町茶碓 山 1 9 畚地 Aichi (JP). MZ, NA, RW, SD, SL, SZ, TZ, UG, ZM, ZW), ュ一 ラシ

ァ （AM, AZ, BY, KG, KZ, RU, TJ, TM), ョ一 ロッパ
(72) 発 明者 ：遅 暁東（CHI Xiaodong); 〒4728686 愛知

(AL, AT, BE, BG, CH, CY, CZ, DE, DK, EE, ES, FI, FR,県知立巿 山町茶碓 山 1 9 番地 富士機械製造株
GB, GR, HR, HU, IE, IS, ΓΓ , LT, LU, LV, MC, MK, MT,式会社 内 Aichi (JP). NL, NO, PL, PT, RO, RS, SE, SI, SK, SM, TR), OAPI

(74) 代理人：東 口 倫昭，外 (HIGASHIGUCHI Michiaki (BF, BJ, CF, CG, CI, CM, GA, GN, GQ, GW, ML, MR,

et al); 〒4 5 10051 愛知県名古屋巿西区則武新 町 4 NE, SN, TD, TG).

- 4 - 9 S G 名古屋駅 ビル 4 0 2 号室 東 添付公開書類：
口特許事務所 Aichi (JP).

一 国際調査報告 （条約第 2 1 条 (3))

(54) Title: SPLICING DEVICE

(54) 発明の名称 ：スプライシング装置

(57) Abstract: e present invemion addresses the problem o f providing a splicing device less susceptible t o a decline m splicing
accuracy. A splicing device (1) i s provided with a tape junction (2) having a fixed retaining member (20) and a movable retaining
member (21) that i s able t o switch between an open position open with respect t o the fixed retaining member (20) and a closed posi
tion closed with respect t o the fixed retaining member (20). The present invention i s characterized in that switching ：from the open
position to the closed position closes the movable retaining member (21) with respect to the fixed retaining member (20), and the
movable retaining member (21) overlaps onto the fixed retaining member (20) in the front/back direction, a splice tape (9) i s folded
in between the movable retaining member (21) and the fixed retaining member (20), a first joining end (804) and a second joining
end (814) are held sandwiched by the splice tape (9) from the front/rear direction, and the first joining end (804) and the second
joining end (814) are joined together.

(57) 要約 :
[続葉有]



ス プライ シ ング精度が低 下 しに くいス プライ シ ング装置 を提供 す る ことを課題 とす る。 ス プライ シ
ング装置 1 は、固定押 さえ部材 2 0 と、固定押 さえ部材 2 0 に対 して開 く開位置 と、固定押 さえ部材 2
0 に対 して閉 じる閉位置 と、に切替可能 な可動押 さえ部材 2 1 と、 を有す るテー プ連結部 2 を備 える。
開位置 か ら閉位置 に切 り替わ る ことによ リ、可動押 さえ部材 2 が固定押 さえ部材 2 0 に対 して閉 じら
れ 、可動押 さえ部材 2 1 が 固定押 さえ部材 2 0 に対 して表裏方 向に重 な り、可動押 さえ部材 2 と固定
押 さえ部材 2 0 との 間にス プライステー プ 9 が折 り込 まれ 、第一連結 端部 8 0 4 と第二連結端部 8 4
とが表裏方 向か らス プライステー プ 9 に よ り挟持 され 、第一連結 端部 8 0 4 と第二連結端部 8 1 4 とが
連結 され る ことを特徴 とす る。



明 細 書

発明の名称 ：スプライシング装置

技術分野

[0001 ] 本発明は、例えば電子部品実装機 に電子部品を供給するテープフィーダ一

において、旧テープに新テープを継 ぎ足す際に用い られる、スプライシング

装置に関する。

背景技術

[0002] 電子部品実装機 には、テープフィーダ一が装着 されている。テープフィ一

ダ一には、テープが巻装 されている。テープには、多数の電子部品が、長手

方向に所定間隔ずつ離間 して、収容されている。テープか ら基板 に電子部品

が装着 されるのに従 って、テープの電子部品は徐々に少な くなつてい く。電

子部品の残量が所定量以下になった古いテープには、同 じ部品種の電子部品

を有する新 しいテープが、連結 される。当該連結作業 をスプライシ ング作業

という。

[0003] 図 1 1 ( a ) に、テープのスプライシング作業の第一段階の模式図を示す

。図 1 1 ( b ) に、テープのスプライシ ング作業の第二段階の模式図を示す

。図 1 1 ( c ) に、テープのスプライシ ング作業の第三段階の模式図を示す

[0004] スプライシング作業 においては、 まず、図 1 1 ( a ) に示すように、作業

者が、新 しいテープ 1 0 5 の先端 1 0 5 c 付近を、ハサ ミ 1 0 6 により、所

定の切断位置 1 0 5 d で、切断する。同様 に、作業者が、使用中のテープ 1

0 2 の後端 1 0 2 c 付近を、ハサ ミ 1 0 6 により、所定の切断位置 1 0 2 d

で、切断する。

[0005] 次 に、図 1 1 ( b ) に示すように、作業者が、新 しいテープ 1 0 5 の切断

位置 1 0 5 d と、使用中のテープ 1 0 2 の切断位置 1 0 2 d と、 を位置合わ

せする。それか ら、図 1 1 ( c ) に示すように、作業者が、スプライステ一

プ 1 0 7 により、新 しいテープ 1 0 5 と、使用中のテープ 1 0 2 と、 を連結



する。このようにして、スプライシング作業は実行される。

先行技術文献

特許文献
[0006] 特許文献1 ：特開平 1 —3 0 9 3 9 9 号公報

発明の概要

発明が解決しょうとする課題
[0007] しかしながら、スプライシング作業は、作業者の手作業により行われるた

め、煩雑である。また、作業時に、スプライステープ 1 0 7 の接着面を、作

業者が触ってしまうおそれがある。このため、汗や汚れなどが付着して、ス

プライステープ 1 0 7 の接着力が弱くなるおそれがある。また、スプライシ

ング精度が、作業者のスキルの熟練度に依存してしまう。

[0008] この点、特許文献 1 には、作業者の手作業によらずに、スプライシング作

業を行うスプライシング装置が開示されている。同文献記載のスプライシン

グ装置によりスプライシング作業を行う場合は、まず、一対のテープ保持べ

—スに、新旧一対のテープをセットする。次に、一対のテープ保持べ一スを

反転させる。続いて、スプライステープを、新旧一対のテープの上向きの面

(表面）に貼り付ける。それから、再び、一対のテープ保持べ一スを反転さ

せる。そして、スプライステープを、新旧一対のテープの上向きの面 （裏面

) に貼り付ける。このようにして、スプライシング作業を行う。同文献記載

のスプライシング装置によると、簡単にスプライシング作業を実行すること

ができる。また、作業時に、スプライステープ 1 0 7 の接着面を、作業者が

触ってしまうおそれが小さい。また、スプライシング精度が、作業者のスキ

ルの熟練度に依存しにくい。

[0009] ところが、同文献記載のスプライシング装置によると、スプライシング作

業の際、不動のスプライステープに対して、一対のテープ保持ベースつまり

新旧一対のテープを、複数回、回転させる必要がある。このため、新旧一対

のテープが、互いに位置ずれを起こすおそれがある。すなわち、スプライシ



ン グ精 度 が低 下 す る お そ れ が あ る。 この 場 合 、 旧 テ ー プ に対 して、 新 テ ー プ

が、 折 れ 線 の よ う に、 屈 曲 して 連 結 され る お そ れ が あ る。 また、 新 旧 一 対 の

テ 一 プの継 ぎ 目 に お い て、 テ 一 プの 送 り孔 の ピ ッチ が 狂 つて しま うお そ れ が

あ る。

[001 0] 本 発 明 の ス プ ラ イ シ ン グ装 置 は、 上 記 課 題 に鑑 み て 完 成 され た も の で あ る

。 本 発 明 は、 ス ブ ラ イ シ ン グ精 度 が低 下 しに くい ス ブ ラ イ シ ン グ装 置 を提 供

す る こ と を 目的 とす る。

課題 を解決 す るための手段

[001 1] ( 1 ) 上 記 課 題 を解 決 す る た め 、 本 発 明 の ス プ ラ イ シ ン グ装 置 は、 固 定 押

さ え部 材 と、 該 固 定 押 さ え部 材 に対 して 開 く開位 置 と、 該 固 定 押 さ え部 材 に

対 して 閉 じる 閉位 置 と、 に切 替 可 能 な 可 動 押 さ え部 材 と、 を有 す るテ ー プ連

結 部 を備 え、 該 開位 置 に お い て、 該 可 動 押 さ え部 材 と該 固 定 押 さ え部 材 と に

跨 る よ う に、 ス プ ラ イ ス テ ー プが 配 置 され 、 該 開位 置 に お い て、 該 ス プ ラ イ

ス テ ー プの うち 該 固 定 押 さ え部 材 側 の部 分 の表 面 に、 第 一 テ ー プの 第 一 連 結

端 部 と第 二 テ ー プの 第 二 連 結 端 部 とが 配 置 され 、 該 開位 置 か ら該 閉位 置 に切

り替 わ る こ と に よ り、 該 可 動 押 さ え部 材 が 該 固 定 押 さ え部 材 に対 して 閉 じら

れ 、 該 可 動 押 さ え部 材 が 該 固 定 押 さ え部 材 に対 して表 裏 方 向 に重 な り、 該 可

動 押 さ え部 材 と該 固 定 押 さ え部 材 との 間 に該 ス プ ラ イ ス テ ー プが 折 り込 まれ

、 該 第 一 連 結 端 部 と該 第 二 連 結 端 部 とが表 裏 方 向 か ら該 ス ブ ラ ィ ス テ ー プ に

よ り挟 持 され 、 該 第 一 連 結 端 部 と該 第 二 連 結 端 部 とが 連 結 され る こ と を特 徴

とす る。

[001 2 ] 開位 置 に お い て は、 可 動 押 さ え部 材 と固 定 押 さ え部 材 と に跨 る よ う に、 ス

プ ラ イ ス テ ー プが 配 置 され る。 並 び に、 ス プ ラ イ ス テ ー プの うち 固 定 押 さ え

部 材 側 の部 分 の表 面 に、 第 一 テ ー プの 第 一 連 結 端 部 と、 第 二 テ ー プの 第 二 連

結 端 部 と、 が 配 置 され る。 な お、 ス プ ラ イ ス テ ー プの表 面 は、 接 着 面 で あ る

。 た だ し、 この 時 点 に お い て は、 第 一 連 結 端 部 の裏 面 お よび 第 二 連 結 端 部 の

裏 面 は、 当該 接 着 面 に接 着 され て い て も、 接 着 され て い な くて も よ い。

[001 3 ] 開位 置 か ら閉位 置 に切 り替 わ る際 、 可 動 押 さ え部 材 は、 固 定 押 さ え部 材 に



対 して、閉 じられる。 このため、可動押さえ部材は、固定押さえ部材に対 し

て、表裏方向に重なる。 この際、可動押さえ部材と固定押さえ部材との間に

、スプライステープが折 り込まれる。また、第一連結端部 と第二連結端部 と

が、表裏方向からスプライステープにより挟持される。挟持されることによ

り、第一連結端部の表面、第二連結端部の表面は、スプライステープの裏面

に接着される。並びに、第一連結端部の裏面、第二連結端部の裏面は、スプ

ライステープの表面に接着される。また、スプライステープと第一連結端部

と第二連結端部 との積層体に対 して、表裏方向から挟持力が加わるため、第

—連結端部、第二連結端部は、スプライステープにより、表裏方向からしつ

かりと接着される。 このように して、第一テープの第一連結端部 と第二テ一

プの第二連結端部 とが、スプライステープを介 して、連結される。

[0014] 本発明のスプライシ ング装置によると、本来煩雑なスプライシ ング作業を

、簡単に実行することができる。また、スプライステープの接着面を作業者

が触るおそれがあるのは、開位置において、スプライステープと第一テープ

と第二テープとをセッ トする際のみである。 このため、スプライステープの

接着面を作業者が触るおそれが小さい。 したがって、スプライステープの接

着力が弱 くなるおそれが小さい。また、スプライシ ング精度が、作業者のス

キルの熟練度に依存 しにくい。

[001 5] また、本発明のスプライシ ング装置によると、第一テープ、第二テープ、

スプライステープのうち、開位置から閉位置に切 り替わる際に移動するのは

、スプライステープである。すなわち、第一テープの第一連結端部、第二テ

—プの第二連結端部は、共に不動である。 このため、スプライシング作業の

際、第一連結端部 と第二連結端部 とが、互いに位置ずれを起こしにくい。す

なわち、スブライシング精度が低下 しにくし、。

[001 6] ( - ) 好ましくは、上記 （1 ) の構成において、前記開位置における

、前記固定押さえ部材と前記可動押さえ部材との間の挟角は、略 1 8 0 ° で

ある構成 とする方がよい。本構成によると、開位置において、スプライステ

—プを折 り曲げずにセッ トすることができる。



[001 7] ( 1 - 2 ) 好ましくは、上記 （1 ) の構成において、人力により操作され

、前記可動押さえ部材に、前記開位置から前記閉位置に切 り替わる際の駆動

力を供給する操作部を備える構成とする方がよい。

[001 8] 本構成によると、操作者が操作部を手動で動かすことにより、スプライシ

ング作業を実行することができる。このため、電気の供給がない場合であつ

ても、精度よくスプライシング作業を実行することができる。

[001 9] ( 2 ) 好ましくは、上記 （1 ) の構成において、前記可動押さえ部材を自

動的に前記閉位置から前記開位置に復動させる復動部と、該開位置から該閉

位置に切 り替わる際に、前記第一連結端部と前記第二連結端部とを連結可能

な所定移動量に対 して、該可動押さえ部材の実際の移動量が達 していない場

合に、該復動部による該可動押さえ部材の復動を規制する規制部と、を備え

る構成とする方がよい。

[0020] 本構成によると、第一連結端部と第二連結端部とを連結可能な所定移動量

に対 して、可動押さえ部材の実際の移動量が達 していない場合、可動押さえ

部材が復動 しない。言い換えると、第一連結端部と第二連結端部との連結が

完了しなければ、可動押さえ部材が復動 しない。このため、確実にスプライ

シング作業を実行することができる。

[0021 ] 特に、本構成と上記 （1 _ 2 ) の構成とを組み合わせる場合、人力による

可動押さえ部材の移動量が充分か不充分かを、操作者が簡単に認識すること

ができる。また、接着力不足 （可動押さえ部材の移動量が不充分な場合）に

よるスプライシング精度の低下を、抑制することができる。

[0022] ( 3 ) 好ましくは、上記 （1 ) または （2 ) の構成において、前記テープ

連結部は、前記閉位置において、前記スプライステープにより該第一連結端

部と該第二連結端部とが連結される際に、該スプライステープに対 して前記

第一連結端部と前記第二連結端部とを位置決めする、位置決め部を備える構

成とする方がよい。

[0023] スプライシング作業においては、スプライステープに対 して、第一連結端

部と第二連結端部とを正確に位置決めする必要がある。 しか しながら、三つ



の部材 （スプライステープ、第一テープ、第二テープ）の位置決め作業は煩

雑である。この点、本構成によると、位置決め部により、スプライステープ

と、第一連結端部と、第二連結端部と、を正確に、また簡単に位置決めする

ことができる。

[0024] ( 4 ) 好ましくは、上記 （3 ) の構成において、前記スプライステープは

、該スプライステープの長手方向に並ぶ複数の第一位置決め孔からなる第一

孔列と、該第一孔列の短手方向に並置され該スプライステープの長手方向に

並ぶ複数の第二位置決め孔からなる第二孔列と、を有し、前記第一テープは

、該第一テープの長手方向に並ぶ複数の第一送り孔を有し、前記第二テープ

は、該第二テープの長手方向に並ぶ複数の第二送り孔を有し、前記位置決め

部は、前記固定押さえ部材に配置され、前記開位置において、裏側から該第

一位置決め孔と該第一送り孔と該第二送り孔とに挿入される固定位置決めピ

ンと、前記可動押さえ部材に配置され、該開位置において、裏側から該第二

位置決め孔に揷入され、該開位置から前記閉位置に切り替わる際に、表側か

ら該第一送り孔と該第二送り孔とに挿入される可動位置決めピンと、を有す

る構成とする方がよい。

[0025] 開位置においては、位置決め部の固定位置決めピンが、裏側から、第一位

置決め孔、第一送り孔、第二送り孔に揷入されることにより、位置決め部に

対して、スプライステープと第一連結端部と第二連結端部とが固定される。

また、位置決め部の可動位置決めピンが、裏側から、第二位置決め孔に揷入

されることにより、位置決め部に対して、スプライステープが固定される。

[0026] 開位置から閉位置に切り替わる際、可動位置決めピンは、既に揷入済みの

第二位置決め孔に加えて、表側から、第一送り孔、第二送り孔に揷入される

。このため、位置決め部に対して、スプライステープと第一連結端部と第二

連結端部とが、表裏方向から位置決めされる。この状態において、スプライ

ステープにより、第一連結端部と第二連結端部とが連結される。本構成によ

ると、位置決め部により、スプライステープと、第一連結端部と、第二連結

端部と、を正確に、また簡単に位置決めすることができる。



発明の効果

[0027] 本発明によると、スプライシング精度が低下 しにくいスブライシング装置

を提供することができる。

図面の簡単な説明

[0028] [ 図1] 図 1 は、本発明のスプライシング装置の一実施形態となるスプライシン

グ装置の斜視図である。

[ 図2] 図 2 は、同スプライシング装置の分解斜視図である。

[ 図3] 図 3 は、同スプライシング装置の透過右面図である。

[ 図4] 図4 は、同スプライシング装置の分解透過右面図である。

[ 図5] 図 5 は、図4 の下段部分の分解図である。

[ 図6] 図 6 は、図4 の中段部分の分解図である。

[ 図7] 図 7 は、図4 の上段部分の分解図である。

[ 図8] 図 8 は、同スプライシング装置の固定押さぇ部材と可動押さぇ部材との

開位置における斜視図である。

[ 図9] 図 9 は、同スプライシング装置の開位置から閉位置に切 り替える途中の

透過側面図である。

[ 図10] 図 1 0 は、同スプライシング装置の閉位置における透過右面図である

[ 図11] 図 1 1 ( a ) は、テープのスプライシング作業の第一段階の模式図で

ある。図 1 1 ( b ) は、テープのスプライシング作業の第二段階の模式図で

ある。図 1 1 ( c ) は、テープのスプライシング作業の第三段階の模式図で

ある。

符号の説明

[0029] ：スプライシング装置、 2 ：テープ連結部、 3 ：操作部、 5 ：規制部、

6 ：ベース、 7 ：リンク部、 9 ：スプライステープ。

2 0 ：固定押さえ部材、 2 ：可動押さえ部材、 2 2 ：位置決め部、 2 3

：固定プロック、 2 4 : ガイ ドシャフ 卜、 2 5 ：スプリング、 2 6 : 抜け止

めピン、 2 7 ：支持部、 3 0 ：押圧部、 3 ：アーム、 3 2 ：復動部、 5 0



：規 制 部 材、 5 ：歯 止 め部 材、 5 2 ：プラケ ッ ト、 5 3 ：ス プ リング、 6

1 : ス トッパ 、 6 2 : プラ ケ ッ ト、 7 0 : 第 一 リ ン ク部 材、 7 1 : 第 二 リ ン

ク部 材、 7 2 ：第 三 リンク部 材、 8 0 ：第 一 テ ー プ、 8 ：第 二 テ ー プ、 9

0 : 保 護 フ イル ム 、 9 1 ：表 面 用粘 着 テ ー プ、 9 2 : 裏 面 用粘 着 テ ー プ、 9

3 ：第 一孔 列、 9 4 ：第 二孔 列。

2 0 0 ：シ ャ フ 卜収 容 凹部 、 2 0 1 ：シ ャ フ 卜抜 け止 め孔、 2 1 0 : 駆 動

連結 部 、 2 1 1 : 被 ガイ ド部 、 2 1 2 : テ ー プ支 持部 、 2 2 0 : 固定位 置 決

め ピン、 2 2 1 : 可 動位 置 決 め ピン、 2 2 2 : 固定位 置 決 め孔、 2 2 3 ：可

動位 置 決 め孔、 2 3 0 ：シ ャ フ 卜揷 通 孔、 2 3 1 : プ ッシ ュ、 2 4 0 ：被 圧

接 面、 2 7 0 ：ガイ ド部 、 2 7 1 : 揺 動軸 、 2 7 2 : 揺 動軸 、 3 1 0 ：ガイ

ド孔、 3 1 1 : 揺 動軸 、 5 0 0 : 規 制 歯 、 5 1 0 : 係 合部 、 5 1 1 : 非 係 合

部 、 6 2 0 : 揺 動軸 、 7 0 0 : 被 ガイ ド突起、 7 0 1 : 連結 軸 、 7 2 0 ：連

結 軸 、 8 0 0 : キ ャ リア テ ー プ、 8 0 1 ：カバ 一テ ー プ、 8 0 2 : 第 一送 り

孔、 8 0 3 : 部 品収 容部 、 8 0 4 : 第 一連結 端 部 、 8 1 0 ：キ ヤ リァテ ー プ

、 8 1 1 : カバ 一テ ー プ、 8 1 2 : 第 二送 り孔、 8 1 3 : 部 品収 容部 、 8

4 ：第 二連結 端 部 、 9 3 0 : 第 一位 置 決 め孔、 9 4 0 : 第 二位 置 決 め孔。

発明を実施するための形態

[0030] 以 下、 本 発 明 の ス プライ シ ン グ装 置 の実施 の形 態 につ いて説 明 す る。

[0031 ] < ス プライ シ ン グ装 置 の構 成 >

まず、 本 実施 形 態 の ス プライ シ ン グ装 置 の構 成 につ いて説 明 す る。 図 1 に

、 本 実施 形 態 の ス プライ シ ン グ装 置 の斜 視 図 を示 す。 図 2 に、 同 ス プライ シ

ング装 置 の分解 斜 視 図 を示 す。 図 3 に、 同 ス プライ シ ン グ装 置 の透 過 右 面 図

を示 す。 図 4 に、 同 ス プライ シ ン グ装 置 の分解 透 過 右 面 図 を示 す。 図 5 に、

図 4 の下段 部 分 の分解 図 を示 す。 図 6 に、 図 4 の 中段 部 分 の分解 図 を示 す。

図 7 に、 図 4 の上段 部 分 の分解 図 を示 す。 図 1 〜 図 7 に示 す よ うに、 ス プラ

イ シ ン グ装 置 1 は、 テ ー プ連結 部 2 と、 操 作部 3 と、 復 動部 3 2 と、 規 制 部

5 と、 ベ ー ス 6 と、 リンク部 7 と、 を備 えて い る。

[0032] [ ベ ー ス 6 ]



ベース 6 は、ス トッパ 6 1 と、一対のプラケッ ト6 2 と、を備えている。

ベ 一ス 6 は、平板状を呈 している。ス トツバ 6 1は、直方体プロック状を呈

している。ス トッパ 6 1は、ベ 一ス 6 の前側部分の上面に配置されている。

ス トツバ 6 1は、後述する操作部 3 の下死点を設定 している。一対のプラケ

ッ 卜6 2 は、ベース 6 の後端部の上面に配置されている。左側のプラケッ ト

6 2 の左面 （外面）および右側のプラケッ ト6 2 の右面 （外面）か らは、各

々、揺動軸 6 2 0 が突設されている。

[0033] [ 操作部 3 、復動部 3 2 ]

操作部 3 は、押圧部 3 0 と、一対のアーム 3 と、を備えている。一対の

アーム 3 は、各々、前後方向に延在する細板状を呈 している。一対のァ一

厶 3 は、左右方向に離間 して配置されている。押圧部 3 0 は、平板状を呈

している。押圧部 3 0 は、一対のアーム 3 1の前端間に架設されている。押

圧部 3 0 には、操作者か ら押圧力が入力される。一対のアーム 3 1の後端に

は、一対の揺動軸 6 2 0 が挿入されている。 このため、操作部 3 は、揺動軸

6 2 0 を中心に、揺動可能である。一対のアーム 3 は、各々、ガイ ド孔 3

0 を備えている。一対のガイ ド孔 3 0 は、各々、前後方向に長い長孔状

を呈 している。右側のアーム 3 の左面か らは、揺動軸 3 が突設されて

いる。

[0034] 復動部 3 2 は、いわゆる リターンスプリングである。復動部 3 2 は、揺動

軸 6 2 0 に環装されている。復動部 3 2 の一端は、ベース 6 の上面に弾接 し

ている。復動部 3 2 の他端は、アーム 3 1の後端に弾接 している。復動部 3

2 は、操作部 3 を、ベース 6 か ら離間する方向に付勢 している。

[0035] [ 規制部 5 ]

規制部 5 は、規制部材 5 0 と、歯止め部材 5 1 と、 プラケッ ト5 2 と、ス

プリング 5 3 と、を備えている。規制部材 5 0 は立壁状を呈 している。規制

部材 5 0 は、ベース 6 の右面 （図 2 にハ ッチングで示す。）に固定されてい

る。規制部材 5 0 は、ベース 6 と右側のアーム 3 との間に配置されている

。規制部材 5 0 の前縁には、複数の規制歯 5 0 0 が形成されている。



[0036] ブラケッ卜5 2 は、右側のアーム 3 の左面に配置されている。歯止め部

材 5 は、揺動軸 3 に揷入されている。歯止め部材 5 は、揺動軸 3

1 を中心に、揺動可能である。歯止め部材 5 の後上隅には、鈍角の非係合

部 5 1 1 が配置されている。歯止め部材 5 の後下隅には、直角の係合部 5

1 0 が配置されている。スプリング5 3 は、プラケット5 2 と歯止め部材 5

の前端との間に介装されている。スプリング5 3 は、歯止め部材 5 を前

方に付勢 している。

[0037] 後述するように、可動押さえ部材 2 を開位置から閉位置に切 り替える際

、規制歯 5 0 0 に対 して、歯止め部材 5 1 は、上方から下方に向かってのみ

、移動可能である。一方、閉位置に完全に到達 した後、可動押さえ部材 2 1

を閉位置から開位置に切 り替える際、規制歯 5 0 0 に対 して、歯止め部材 5

1 は、下方から上方に向かって移動可能である。

[0038] [ テープ連結部 2 ]

テープ連結部 2 は、固定押さえ部材 2 0 と、可動押さえ部材 2 1 と、位置

決め部 2 2 と、固定プロック2 3 と、一対のガイ ドシャフ ト2 4 と、一対の

スプリング2 5 と、一対の抜け止めピン2 6 と、一対の支持部 2 7 と、を備

えている。

[0039] —対のガイ ドシャフ ト2 4 は、各々、上下方向に延在する丸棒状を呈 して

いる。ガイ ドシャフ ト2 4 は、ベース 6 の上面から突設されている。一対の

ガイ ドシャフ ト2 4 は、左右方向に並んでいる。一対のガイ ドシャフ ト2 4

の上端前面には、各々、平面状の被圧接面 2 4 0 が配置されている。

[0040] 固定プロック2 3 は、直方体状を呈 している。固定プロック2 3 は、一対

のシャフ ト揷通孔 2 3 0 と、一対のプッシュ2 3 1 と、を備えている。一対

のシャフ ト揷通孔 2 3 0 は、固定プロック2 3 を、上下方向に貫通 している

。一対のシャフ ト揷通孔 2 3 0 は、左右方向に並んでいる。一対のシャフ ト

揷通孔 2 3 0 には、各々、ガイ ドシャフ ト2 4 が揷通されている。一対のプ

ッシュ2 3 1 は、各々、シャフ ト揷通孔 2 3 0 の上方部分に嵌合されている



[0041 ] —対 の ス プ リング 2 5 は、 各 々、 シ ャフ ト揷 通孔 2 3 0 に揷 入 され て い る

。 一対 の ス プ リング 2 5 の下端 は、 各 々、 ベ ー ス 6 の上面 に弾接 して い る。

—対 の ス プ リング 2 5 の上端 は、 各 々、 プ ッシ ュ 2 3 の下端 に弾接 して い

る。 一対 の ス プ リング 2 5 は、 テ ー プ連結部 2 全体 （一対 の ガイ ドシ ャフ ト

2 4 を除 く） を、 上方 に付勢 して い る。

[0042] 固定押 さえ部 材 2 0 は、 直方体板状 を呈 して い る。 固定押 さえ部 材 2 0 は

、 固定 プ ロ ック 2 3 の上方 に配置 され て い る。 固定押 さえ部 材 2 0 は、 一対

の シ ャフ ト収 容 凹部 2 0 0 と、 一対 の シ ャフ ト抜 け止め孔 2 0 1 と、 を備 え

て い る。 一対 の シ ャフ ト収 容 凹部 2 0 0 は、 固定押 さえ部 材 2 0 の下面 に凹

設 され て い る。 一対 の シ ャフ ト収 容 凹部 2 0 0 は、 左右方 向 に並 んで い る。

—対 の シ ャフ 卜収 容 凹部 2 0 0 には、 一対 の ガイ ドシ ャフ 卜2 4 の上端 が収

容 され て い る。 一対 の シ ャフ ト抜 け止め孔 2 0 1 は、 固定押 さえ部 材 2 0 の

前 面 に穿設 され て い る。 一対 の シ ャフ ト抜 け止め孔 2 0 1 の後端 は、 各 々、

シ ャフ 卜収 容 凹部 2 0 0 に連通 して い る。

[0043] —対 の抜 け止め ピン 2 6 は、 一対 の シ ャフ 卜抜 け止め孔 2 0 に螺 合 され

て い る。 一対 の抜 け止め ピン 2 6 の後端 は、 各 々、 ガイ ドシ ャフ ト2 4 の被

圧接 面 2 4 0 に圧接 して い る。抜 け止め ピン 2 6 は、 ス プ リング 2 5 の付勢

力 によ り、 固定押 さえ部 材 2 0 が ガイ ドシ ャフ 卜2 4 か ら抜 け出すの を防止

して い る。

[0044] 図 4 に示 す よ うに、 固定 プ ロ ック 2 3 は、 ベ ー ス 6 の上面 と、 固定押 さえ

部 材 2 0 の下面 と、 の間で上 下方 向 に移 動可能 であ る。 すなわ ち、 固定 プ ロ

ック 2 3 、後 述 す る一対 の支持部 2 7 、後 述 す る可動押 さえ部 材 2 1 は、 ス

プ リング 2 5 に付勢 され た状 態 で、 上 下方 向 に移 動可能 であ る。 このため、

可動押 さぇ部 材 2 を開位 置 か ら閉位 置 に切 り替 え る際 に、 ス プ リング 2 5

の付勢 力 に杭 しなが ら、 可動押 さえ部 材 2 を下方 に押 し込 む ことがで きる

[0045] 可動押 さえ部 材 2 1 は、 直方体板状 を呈 して い る。 図 2 に示 す よ うに、 開

位 置 において は、 可動押 さえ部 材 2 1 は、 固定押 さえ部 材 2 0 の後 方 に並置



されている。可動押さえ部材 2 1 は、当該開位置から、固定押さえ部材 2 0

の上方に反転 して上下方向に並置される閉位置まで、移動可能である。可動

押さえ部材 2 は、一対の駆動連結部 2 0 と、一対の被ガイ ド部 2 と

、一対のテープ支持部 2 2 と、を備えている。一対の駆動連結部 2 0 は

、可動押さえ部材 2 1 の後端の左右両面から、突設されている。一対の被ガ

ィ ド部 2 は、可動押さえ部材 2 の前端の左右両面から、突設されてい

る。一対のテープ支持部 2 2 は、可動押さえ部材 2 の前端の上面から、

突設されている。

[0046] 後述するように、連結対象である第一テープ、第二テープは、各々、下方

に開口するC字状の巻き癖を有 している。開位置においては、この巻き癖を

利用 して、第一テープ、第二テープが、一対のテープ支持部 2 1 2 を乗り越

えて、固定押さえ部材 2 0 にセットされる。

[0047] 位置決め部 2 2 を構成する部材は、固定押さえ部材 2 0 と可動押さえ部材

とに分かれて配置されている。位置決め部 2 2 は、複数の固定位置決め

ピン2 2 0 と、複数の可動位置決めピン2 2 1 と、複数の固定位置決め孔 2

2 2 と、複数の可動位置決め孔 2 2 3 と、を備えている。

[0048] 複数の固定位置決めピン2 2 0 、複数の固定位置決め孔 2 2 2 は、固定押

さえ部材 2 0 の後側部分に配置されている。複数の固定位置決めピン2 2 0

、複数の固定位置決め孔 2 2 2 は、左右方向に一列に並んでいる。複数の固

定位置決めピン2 2 0 、複数の固定位置決め孔 2 2 2 は、交互に配置されて

いる。

[0049] 複数の可動位置決めピン2 2 1、複数の可動位置決め孔 2 2 3 は、可動押

さえ部材 2 の前側部分に配置されている。複数の可動位置決めピン2 2

、複数の可動位置決め孔 2 2 3 は、左右方向に一列に並んでいる。複数の可

動位置決めピン2 、複数の可動位置決め孔 2 2 3 は、交互に配置されて

いる。

[0050] 可動位置決めピン2 2 と固定位置決め孔 2 2 2 とは前後方向に対向 して

いる。固定位置決めピン2 2 0 と可動位置決め孔 2 2 3 とは前後方向に対向



している。開位置か ら閉位置に切 り替わる際、可動位置決め ピン 2 2 1 は固

定位置決め孔 2 2 2 に進入可能である。 また、固定位置決め ピン 2 2 0 は可

動位置決め孔 2 2 3 に進入可能である。

[0051 ] 一対の支持部 2 7 は、各々、立壁状 を呈 している。一対の支持部 2 7 は、

図 2 にハ ッチングで示すように、固定プロック 2 3 の左右両壁に固定されて

いる。一対の支持部 2 7 は、各々、 ガイ ド部 2 7 0 と、揺動軸 2 7 1、 7

2 とを備えている。一対のガイ ド部 2 7 0 は、左側の支持部 2 7 の右面 （内

面）および右側の支持部 2 7 の左面 （内面）に、配置されている。 ガイ ド部

2 7 0 は、左側 または右側か ら見てC 字溝状 を呈 している。一対のガイ ド部

2 7 0 には、一対の被 ガイ ド部 2 が収容されている。被 ガイ ド部 2

は、 ガイ ド部 2 7 0 内を、 ガイ ド部 2 7 0 の形状 に沿 って、移動可能である

[0052] 一対の揺動軸 2 7 は、左側の支持部 2 7 の左面 （外面）および右側の支

持部 2 7 の右面 （外面）に、配置されている。一対の揺動軸 2 7 は、各々

、支持部 2 7 の前上部分に配置されている。一対の揺動軸 2 7 2 は、左側の

支持部 2 7 の左面 （外面）および右側の支持部 2 7 の右面 （外面）に、配置

されている。一対の揺動軸 2 7 2 は、各々、支持部 2 7 の中央上部分に配置

されている。

[0053] [ リンク部 7 ]

リンク部 7 は、一対の第一 リンク部材 7 0 と、一対の第二 リンク部材 7 1

と、一対の第三 リンク部材 7 2 と、 を備えている。一対の第一 リンク部材 7

0 、一対の第二 リンク部材 7 1 、一対の第三 リンク部材 7 2 は、一対の支持

部 2 7 の左右方向外側 に、分かれて配置されている。

[0054] 左側の第一 リンク部材 7 0 、第二 リンク部材 7 1 、第三 リンク部材 7 2 の

構成、動 きは、右側の第一 リンク部材 7 0 、第二 リンク部材 7 1 、第三 リン

ク部材 7 2 の構成、動 きと、同様である。左側の第一 リンク部材 7 0 、第二

リンク部材 7 1 、第三 リンク部材 7 2 の配置は、右側の第一 リンク部材 7 0

、第二 リンク部材 7 1 、第三 リンク部材 7 2 の配置 と、左右対称である。 こ



のため、以下、これらのリンク部材を代表 して、右側の第一 リンク部材 7 0

、第二 リンク部材 7 1、第三 リンク部材 7 2 の構成、動きについて説明する

[0055] 第一 リンク部材 7 0 は、左側または右側から見て三角形板状を呈 している

。第一 リンク部材 7 0 の後端には、左方から揺動軸 2 7 が揷入されている

。このため、第一 リンク部材 7 0 は、揺動軸 2 7 1 を中心に、揺動可能であ

る。第一 リンク部材 7 0 の前端には、アーム 3 1 のガイ ド孔 3 0 を介 して

、右方から被ガイ ド突起 7 0 0 が固定されている。第一 リンク部材 7 0 の下

端の右面からは、連結軸 7 0 が突設されている。

[0056] 第二 リンク部材 7 1 は、左側または右側から見てC字板状を呈 している。

第二 リンク部材 7 のC字一端 （前端）には、左方から連結軸 7 0 が挿入

されている。このため、第二 リンク部材 7 1 は、第一 リンク部材 7 0 に対 し

て、揺動可能である。

[0057] 第三 リンク部材 7 2 は、左側または右側から見て L 字板状を呈 している。

第三 リンク部材 7 2 の L 字一端 （前端）には、左方から揺動軸 2 7 2 が挿入

されている。このため、第三 リンク部材 7 2 は、揺動軸 2 7 2 を中心に、揺

動可能である。第三 リンク部材 7 2 の L 字屈曲部の右面からは、連結軸 7 2

0 が突設されている。連結軸 7 2 0 は、第二 リンク部材 7 1 のC 字他端 （後

端）に揷入されている。このため、第三 リンク部材 7 2 は、第二 リンク部材

に対 して、揺動可能である。第三 リンク部材 7 2 の L 字他端 （後端）に

は、左方から駆動連結部 2 1 0 が揷入されている。このため、第三 リンク部

材 7 2 は、可動押さえ部材 2 に対 して、揺動可能である。

[0058] < スプライステープ、第一テープ、第二テープの構成>

次に、スプライステープ、第一テープ、第二テープの構成について説明す

る。図 8 に、本実施形態のスプライシング装置の固定押さえ部材と可動押さ

ぇ部材との開位置における斜視図を示す。

[0059] 図 8 に示すように、スプライステープ9 は、保護フイルム 9 0 と、表面用

粘着テープ9 1 と、裏面用粘着テープ9 2 と、第一孔列 9 3 と、第二孔列 9



4 と、 を備 えて い る。保護 フ イル ム 9 0 は、 矩形 薄膜状 を呈 して い る。保護

フ イル ム 9 0 の上面 は接着 面 であ る。

[0060] 表 面 用粘着 テ ー プ 9 1 は、 左右方 向 （長手 方 向） に延 び る帯状 を呈 して い

る。表 面 用粘着 テ ー プ 9 は、保護 フ イル ム 9 0 の上面 の後 方部 分 （可動押

さえ部 材 2 の上面部 分 ） に配置 され て い る。表 面 用粘着 テ ー プ 9 の上面

は接着 面 であ る。

[0061 ] 裏 面 用粘着 テ ー プ 9 2 は、 左右方 向 に延 び る帯状 を呈 して い る。裏 面 用粘

着 テ ー プ 9 2 は、保護 フ イル ム 9 0 の上面 の前 方部 分 （固定押 さえ部 材 2 0

の上面部 分 ） に配置 され て い る。裏 面 用粘着 テ ー プ 9 2 の上面 は接着 面 であ

る。

[0062] 第一孔 列 9 3 は、 合計 8 個 の第一位 置決 め孔 9 3 0 か らな る。 第一孔 列 9

3 は、 左右方 向 に延在 して い る。 第一孔 列 9 3 は、保護 フ イル ム 9 0 の上面

の前 方部 分 に配置 され て い る。 第一位 置決 め孔 9 3 0 は、裏 面 用粘着 テ ー プ

9 2 の後縁 付近 と、保護 フ イル ム 9 0 と、 を上 下方 向 （表裏 方 向） に貫 通 し

て い る。 8 個 の第一位 置決 め孔 9 3 0 には、 一 つ お きに、 下方 か ら固定位 置

決 め ピン 2 2 0 が揷 入 され て い る。

[0063] 第二孔 列 9 4 は、 合計 8 個 の第二位 置決 め孔 9 4 0 か らな る。 第二孔 列 9

4 は、 左右方 向 に延在 して い る。 第二孔 列 9 4 は、保護 フ イル ム 9 0 の上面

の後 方部 分 に配置 され て い る。 第二位 置決 め孔 9 4 0 は、保護 フ イル ム 9 0

を上 下方 向 に貫 通 して い る。 8 個 の第二位 置決 め孔 9 4 0 には、 一 つ お きに

、 下方 か ら可動位 置決 め ピン 2 2 が揷 入 され て い る。

[0064] 第一テ ー プ 8 0 は、 キ ャ リアテ ー プ 8 0 0 と、 上 下一対 の カバ 一テ ー プ 8

0 1 (説 明 の便宜上、 図 8 において は透過 して示 す。 ） と、 多数 の第一送 り

孔 8 0 2 と、 多数 の部 品収 容部 8 0 3 と、 を備 えて い る。 多数 の第一送 り孔

8 0 2 は、 キ ャ リアテ ー プ 8 0 0 に穿設 され て い る。 多数 の第一送 り孔 8 0

2 は、 キ ャ リアテ ー プ 8 0 0 の左右方 向 に沿 って、 所 定 の ピッチで配置 され

て い る。 多数 の部 品収 容部 8 0 3 は、 キ ャ リアテ ー プ 8 0 0 に穿設 され て い

る。 多数 の部 品収 容部 8 0 3 は、 キ ャ リアテ ー プ 8 0 0 の左右方 向 に沿 って



、所定のピッチで配置されている。表裏一対のカバ一テープ 8 0 1は、部品

収容部 8 0 3 の上下開口を封止 している。部品収容部 8 0 3 は、電子部品 （

図略）を収容可能である。第一テープ 8 0 の右端には、第一連結端部 8 0 4

が配置されている。

[0065] 第二テープ 8 1の構成は、第一テープ 8 0 の構成 と同様である。すなわち

、第二テープ 8 1は、キャリアテープ 8 1 0 と、上下一対のカバ一テープ 8

1 と、多数の第二送 り孔 8 2 と、多数の部品収容部 8 3 と、を備えて

いる。第二テープ 8 の左端には、第二連結端部 8 4 が配置されている。

第二連結端部 8 4 と第一連結端部 8 0 4 とは、左右方向に当接 している。

[0066] < ス プライシ ング作業>

次に、本実施形態のスプライシング装置を用いたスプライシング作業につ

いて説明する。図 9 に、本実施形態のスプライシング装置の開位置から閉位

置に切 り替える途中の透過側面図を示す。図 1 0 に、同スプライシ ング装置

の閉位置における透過右面図を示す。なお、図 9 、図 1 0 は、図 3 に対応 し

ている。

[0067] まず、操作者は、開位置において、図 8 に示すように、スプライステープ

9 、第一テープ 8 0 、第二テープ 8 をセッ 卜する。具体的には、まず、操

作者は、スプライステープ 9 を、固定押さえ部材 2 0 の上面および可動押さ

ぇ部材 2 1の上面に配置する。 この際、固定位置決め ピン 2 2 0 を、第一位

置決め孔 9 3 0 に揷入する。また、可動位置決め ピン 2 2 1 を、第二位置決

め孔 9 4 0 に揷入する。 このように して、固定押さえ部材 2 0 および可動押

さえ部材 2 に対 して、スプライステープ 9 を位置決めする。

[0068] 次に、操作者は、スプライステープ 9 の左側部分に、第一テープ 8 0 を配

置する。第一テープ 8 0 は、下方に開口するC字状の巻き癖を有 している。

この巻き癖を利用 して、第一テープ 8 0 を、左側のテープ支持部 2 1 2 越 し

に、固定押さえ部材 2 0 にセッ トする。また、固定位置決め ピン 2 2 0 を、

第一送 り孔 8 0 2 に揷入する。同様に、操作者は、スプライステープ 9 の右

側部分に、第二テープ 8 を配置する。第二テープ 8 は、下方に開口する



C 字状の巻き癖を有 している。この巻き癖を利用 して、第二テープ8 1 を、

右側のテープ支持部 2 1 2 越 しに、固定押さえ部材 2 0 にセットする。また

、固定位置決めピン2 2 0 を、第二送り孔 8 1 2 に揷入する。このようにし

て、スプライステープ9 に対 して、第一テープ8 0 および第二テープ8 1 を

位置決めする。

[0069] 次に、操作者は、図 3 、図 9 、図 1 0 に示すように、可動押さえ部材 2 1

を開位置から閉位置に切 り替える。具体的には、操作者は、操作部 3 の押圧

部 3 0 を押 し下げる。図 9 に矢印Y 1 で示すように、操作部 3 は、揺動軸 6

2 0 を中心に、下方に揺動する。この際、復動部 3 2 に付勢力が蓄積される

。図 9 に矢印Y 2 で示すように、操作部 3 が揺動すると、被ガイ ド突起 7 0

0 が、ガイ ド孔 3 1 0 内を、後方に移動する。図 9 に矢印Y 3 で示すように

、被ガイ ド突起 7 0 0 が後方に移動すると、第一 リンク部材 7 0 が、揺動軸

2 7 1 を中心に、反時計回りに揺動する。図 9 に矢印Y 4 で示すように、第

— リンク部材 7 0 が揺動すると、第二 リンク部材 7 1 が後方に押 し出される

。図 9 に矢印Y 5 で示すように、第二 リンク部材 7 1 が押 し出されると、第

三 リンク部材 7 2 が、揺動軸 2 7 2 を中心に、反時計回りに揺動する。図 9

に矢印Y 6 で示すように、第三 リンク部材 7 2 が揺動すると、被ガイ ド部 2

1 は、ガイ ド部 2 7 0 内を、ガイ ド部 2 7 0 の形状に沿って移動する。こ

のため、被ガイ ド部 2 つまり可動押さえ部材 2 の前端は、下降する。

一方、可動押さえ部材 2 の駆動連結部 2 0 は、第三 リンク部材 7 2 の先

端に連結されている。このため、駆動連結部 2 1 0 つまり可動押さえ部材 2

1 の後端は、上昇する。すなわち、可動押さえ部材 2 1 は、反時計回りに揺

動する。

[0070] また、操作部 3 の揺動に伴って、上方から下方に向かって、歯止め部材 5

1 が規制歯 5 0 0 を乗り越える。図 9 に矢印Y 7 で示すように、歯止め部材

5 1 は、スプリング5 3 により、前方から引っ張られている。このため、図

9 に矢印Y 8 で示すように、歯止め部材 5 1 は、時計回り方向に付勢されて

いる。 したがって、開位置から閉位置に切 り替えている途中で操作者が押圧



部 3 0 か ら手 を離 しても、係合部 5 0 が規制歯 5 0 0 に嚙合するため、下

方か ら上方に向かって歯止め部材 5 が規制歯 5 0 0 を乗 り越えることはな

し、。すなわち、操作部 3 が図 3 の状態に復動することはない。

[0071 ] 操作者がさらに押圧部 3 0 を押 し下げると、図 1 0 に矢印 Y 1 1 で示すよ

うに、操作部 3 は、押圧部 3 0 がス トツバ 6 1 に当接するまで、揺動軸 6 2

0 を中心 に、下方に揺動する。 この際、 さらに復動部 3 2 に付勢力が蓄積 さ

れる。 また、図 1 0 に矢印 Y 1 2 で示すように、被 ガイ ド突起 7 0 0 が、 ガ

ィ ド孔 3 0 の後端 に到達する。 また、図 1 0 に矢印 Y 1 3 で示すように、

第一 リンク部材 7 0 が、揺動軸 2 7 1 を中心 に、 さらに反時計回 りに揺動す

る。 また、図 1 0 に矢印 Y 1 4 で示すように、第二 リンク部材 7 1 が反時計

回 りに揺動する。 また、図 1 0 に矢印 Y 1 5 で示すように、第三 リンク部材

7 2 が反時計回 りに揺動する。 また、図 1 0 に矢印 Y 1 6 で示すように、被

ガイ ド部 2 が、 ガイ ド部 2 7 0 の上端 に到達する。 また、図 1 0 に矢印

Y 7 で示すように、可動押 さえ部材 2 1 が反転 し、スプライステープ 9 が

折 り込 まれる。そ して、折 り込 まれたスプライステープ 9 により、第一テ一

プ 8 0 と第二テープ 8 とが、表裏方向か ら挟持される。

[0072] ここで、図 4 に示すように、固定プロック 2 3 、一対の支持部 2 7 、可動

押 さえ部材 2 1 は、スプ リング 2 5 に付勢された状態で、上下方向に移動可

能である。 したがって、図 1 0 に示すように、可動押 さえ部材 2 1 を開位置

か ら閉位置に切 り替える際に、スプ リング 2 5 の付勢力に抗 しなが ら、可動

押 さえ部材 2 1 を下方に押 し込むことができる。 これに対 して、固定押 さえ

部材 2 0 は、抜 け止め ピン 2 6 によりガイ ドシャフ 卜2 4 に固定されている

。 このため、固定押 さえ部材 2 0 は不動である。 したがって、可動押 さえ部

材 2 1 と固定押 さえ部材 2 0 との間で、スプライステープ 9 により、第一テ

—プ 8 0 と第二テープ 8 とを、表裏方向か らしっか りと挟み込むことがで

きる。

[0073] スプライステープ 9 の表面用粘着テープ 9 1 は、第一テープ 8 0 の上面お

よび第二テープ 8 1 の上面に接着 される。 また、スプライステープ 9 の裏面



用粘着テープ9 2 は、第一テープ8 0 の下面および第二テープ8 の下面に

接着される。図 8 に示すように、可動位置決めピン2 2 1 は、表側から、第

—テープ8 0 の第一送り孔 8 0 2 および第二テープ8 の第二送り孔 8

に、揷入される。このため、表裏方向から位置決めされ、かつ挟持された状

態で、第一テープ8 0 と第二テープ8 とを連結することができる。

[0074] 図 1 0 に矢印Y 1 8 に示すように、歯止め部材 5 1 は、スプリング5 3 に

より、前方から引っ張られている。このため、押圧部 3 0 がス トッパ 6 1 に

当接すると、図 1 0 に矢印Y 1 9 で示すように、歯止め部材 5 は、規制歯

5 0 0 の下方まで移動する。

[0075] 操作者が押圧部 3 0 から手を離すと、復動部 3 2 に蓄積された付勢力によ

り、操作部 3 は上方に揺動する。すなわち、可動押さえ部材 2 1 は、図 1 0

に示す閉位置から図 3 に示す開位置に、切 り替わる。なお、スプライステ一

プ9 は、接着力により、固定押さえ部材 2 0 側に残留する。

[0076] この際、歯止め部材 5 の係合部 5 0 は規制歯 5 0 0 に係合 しない。歯

止め部材 5 の非係合部 5 が規制歯 5 0 0 をなぞるだけである。このよ

うに、開位置から閉位置に切 り替える途中に、操作者が操作部 3 から手を離

しても、可動押さえ部材 2 1 は開位置に復動 しない。一方、開位置から閉位

置に完全に切 り替えた後に、操作者が操作部 3 から手を離すと、可動押さえ

部材 2 は開位置に復動する。

[0077] 最後に、連結された第一テープ8 0 および第二テープ8 1 から、スプライ

ステープ9 の保護フイルム 9 0 を剥がす。このようにして、スプライシング

作業が実行される。

[0078] < 作用効果>

次に、本実施形態のスプライシング装置の作用効果について説明する。本

実施形態のスプライシング装置 1 によると、本来煩雑なスプライシング作業

を、簡単に実行することができる。また、スプライステープ9 の接着面を作

業者が触るおそれがあるのは、開位置において、スプライステープ9 と第一

テープ8 0 と第二テープ8 1 とをセットする際のみである。このため、スプ



ライステープ 9 の接着面を作業者が触 るおそれが小さい。 したがって、スプ

ライステープ 9 の接着力が弱 くなるおそれが小さい。 また、スプライシング

精度が、作業者のスキルの熟練度 に依存 しに くい。

[0079] また、本実施形態のスプライシング装置 1 によると、第一テープ 8 0 、第

二テープ 8 1 、スプライステープ 9 のうち、開位置か ら閉位置に切 り替わる

際に移動するのは、スプライステープ 9 だけである。すなわち、第一テープ

8 0 の第一連結端部 8 0 4 、第二テープ 8 の第二連結端部 8 4 は、共に

不動である。 このため、スプライシ ング作業の際、第一連結端部 8 0 4 と第

二連結端部 8 1 4 とが、互いに位置ずれを起 こ しに くし、。すなわち、スプラ

イ シ ング精度が低下 しに くし、。

[0080] また、本実施形態のスプライシング装置 1 によると、操作者が操作部 3 を

手動で動かすことにより、スプライシング作業 を実行することができる。 こ

のため、電気の供給がない場合であっても、精度 よ くスプライシ ング作業 を

実行することができる。

[0081 ] また、本実施形態のスブライ シ ング装置 1 によると、開位置か ら閉位置に

切 り替えている途中で操作者が押圧部 3 0 か ら手 を離 しても、操作部 3 が図

3 の状態に復動することはない。一方、完全に閉位置に到達 した後は、操作

者が押圧部 3 0 か ら手 を離すと、復動部 3 2 に蓄積 された付勢力により、操

作部 3 が上方に揺動する。すなわち、操作部 3 が図 3 の状態に復動する。

[0082] このように、本実施形態のスプライシング装置 1 によると、第一連結端部

8 0 4 と第二連結端部 8 4 との連結が完了 しなければ、可動押 さえ部材 2

1 が閉位置か ら開位置に切 り替わ らない。 このため、確実にスプライシ ング

作業 を実行することができる。

[0083] また、本実施形態のスプライシ ング装置 1 によると、操作者が操作部 3 か

ら手 を離 した場合、操作部 3 が自動的に復動すれば、スプライシ ング作業が

完了 したことになる。一方、操作者が操作部 3 か ら手 を離 した場合、操作部

3 が自動的に復動 しなければ、スプライシング作業が完了 していないことに

なる。 このように、スプライシング作業が完了 したか否かを、操作者が簡単



に認識することができる。また、接着力不足 （可動押さえ部材 2 1 の移動量

が不充分な場合）によるスプライシング精度の低下を、抑制することができ

る。

[0084] また、本実施形態のスプライシング装置 1 によると、開位置においては、

位置決め部 2 の固定位置決めピン2 2 0 が、下方から、第一位置決め孔 9

3 0 、第一送り孔 8 0 2 、第二送り孔 8 1 2 に揷入されることにより、位置

決め部 2 2 に対 して、スプライステープ9 と第一連結端部 8 0 4 と第二連結

端部 8 4 とが固定される。また、位置決め部 2 2 の可動位置決めピン2 2

1 が、下方から、第二位置決め孔 9 4 0 に揷入されることにより、位置決め

部 2 2 に対 して、スプライステープ9 が固定される。開位置から閉位置に切

り替わる際、可動位置決めピン2 2 1 は、既に揷入済みの第二位置決め孔 9

4 0 に加えて、上方から、第一送り孔 8 0 2 、第二送り孔 8 1 2 に挿入され

る。このため、位置決め部 2 2 に対 して、スプライステープ9 と第一連結端

部 8 0 4 と第二連結端部 8 1 4 とが、表裏方向から位置決めされる。この状

態において、スプライステープ9 により、第一連結端部 8 0 4 と第二連結端

部 8 4 とが連結される。

[0085] このように、本実施形態のスプライシング装置 1 によると、位置決め部 2

2 により、スプライステープ9 と、第一連結端部 8 0 4 と、第二連結端部 8

1 4 と、を正確に、また簡単に位置決めすることができる。

[0086] また、本実施形態のスプライシング装置 1 によると、可動押さえ部材 2 1

の駆動連結部 2 1 0 (後端）の軌道は、 リンク部 7 により決定される。一方

、可動押さえ部材 2 の被ガイ ド部 2 (前端）の軌道は、ガイ ド部 2 7

0 により決定される。このため、一定の揺動半径で可動押さえ部材 2 1 が揺

動する場合と比較 して、可動押さえ部材 2 の揺動軌道を小さくすることが

できる。 したがって、スプライシング装置 1 を小型化することができる。

[0087] また、本実施形態のスプライシング装置 1 によると、左方または右方から

見て、押圧部 3 0 から揺動軸 6 2 0 までの間に、スプライシング装置 1 の略

全ての部品が収まっている。言い換えると、操作部 3 の揺動半径内に、テ一



プ連結部 2 、復動部 3 2 、規制部 5 、 リンク部 7 が収 まっている。 このため

、スプライシング装置 1 を小型化することができる。

[0088] また、本実施形態のスプライシング装置 1 によると、図 1 に示すように、

開位置において、固定押 さえ部材 2 0 の上面および可動押 さえ部材 2 の上

面が、押圧部 3 0 に上下方向に重複 していない。 このため、スプライステ一

プ 9 、第一テ一プ 8 0 、第二テ一プ 8 1 をセ ッ トしやすい。

[0089] また、本実施形態のスプライシング装置 1 によると、図 4 、図 1 0 に示す

ように、スプ リング 2 5 の付勢力に杭 しなが ら、可動押 さえ部材 2 1 を下方

に押 し込むことができる。 このため、スプライステープ 9 により、第一テ一

プ 8 0 と第二テープ 8 とを、表裏方向か らしっか りと挟み込むことができ

る。

[0090] また、本実施形態のスプライシング装置 1 によると、図 3 に示すように、

開位置における、固定押 さえ部材 2 0 と可動押 さえ部材 2 1 との間の挟角 （

可動押 さえ部材 2 1 の開度）が、略 1 8 0 ° に設定されている。 このため、

スプライステープ 9 を折 り曲げずにセ ッ 卜することができる。

[0091 ] また、本実施形態のスプライシング装置 1 によると、図 8 に示すように、

開位置において、第一テープ 8 0 、第二テープ 8 1 の巻 き癖 を利用 して、一

対のテープ支持部 2 2 越 しに、第一テープ 8 0 、第二テープ 8 を固定押

さえ部材 2 0 にセ ッ トすることができる。 このため、第一テープ 8 0 、第二

テープ 8 1 を簡単にセ ッ トすることができる。 また、一対のテープ支持部 2

2 は、可動押 さえ部材 2 1 に一体的に配置されている。 このため、開位置

か ら閉位置に切 り替える際、一対のテープ支持部 2 1 2 は、可動押 さえ部材

と共に、略 1 8 0 ° 反転する。 したがって、一対のテープ支持部 2

がスプライシング作業の邪魔 になるおそれがない。

[0092] また、本実施形態のスプライシ ング装置 1 によると、第一 リンク部材 7 0

、第二 リンク部材 7 1 、第三 リンク部材 7 2 が、テープ連結部 2 の左右方向

両側 に配置されている。 このため、各 リンク部材がテープ連結部 2 の左右方

向片側だけに配置されている場合 と比較 して、開位置か ら閉位置に切 り替え



る際、第一テープ8 0 、第二テープ8 1、スプライステープ9 に対 して、均

等に押圧力を加えることができる。

[0093] また、本実施形態のスプライシング装置 1 によると、閉位置において、固

定位置決めピン2 2 0 が可動位置決め孔 2 2 3 に進入することができる。ま

た、可動位置決めピン2 2 が固定位置決め孔 2 2 2 に進入することができ

る。このため、固定押さえ部材 2 0 と可動押さえ部材 2 1 との上下方向の間

隔を、小さくすることができる。 したがって、第一テープ8 0 と第二テープ

8 1 とを、 しっかりと連結することができる。また、固定位置決めピン2 2

0 、可動位置決めピン2 2 の先端が潰れるのを防止することができる。

[0094] < その他>

以上、本発明のスプライシング装置の実施の形態について説明 した。 しか

しながら、実施の形態は上記形態に特に限定されるものではない。当業者が

行いうる種々の変形的形態、改良的形態で実施することも可能である。

[0095] 上記実施形態においては、図 8 に示すように、第一孔列 9 3 、第二孔列 9

4 を、スプライステープ9 の前後方向中央付近に配置 した。 しか しながら、

第一孔列 9 3 、第二孔列 9 4 を、スプライステープ9 の前後両縁付近に配置

してもよい。すなわち、第一送り孔 8 0 2 、第二送り孔 8 1 2 の配置に対応

するように、第一孔列 9 3 、第二孔列 9 4 を配置すればよい。言い換えると

、第一テープ8 0 、第二テープ8 1 の種類に応 じて、スプライステープ9 を

交換すればよい。同様に、第一テープ8 0 、第二テープ8 1、スプライステ

—プ9 の種類に応 じて、可動押さえ部材 2 1、固定押さえ部材 2 0 、固定位

置決めピン2 2 0 、可動位置決めピン2 2 を交換すればよい。

[0096] 上記実施形態においては、人力により可動押さえ部材 2 を駆動 したが、

モータ、ソレノイ ド、ボールね じ、流体 （オイル、空気など）シリンダなど

により、可動押さえ部材 2 1 を駆動 してもよい。すなわち、電力を用いても

よい。

[0097] 上記実施形態においては、 リンク部 7 により、駆動力を操作部 3 から可動

押さえ部材 2 に伝達 したが、他の動力伝達機構 （例えばカム機構など）に



よ り、駆動力を操作部 3 か ら可動押 さえ部材 2 に伝達 してもよい。

上記実施形態 においては、開位置 における、固定押 さえ部材 2 0 に対する

可動押 さえ部材 2 1 の開度 を、略 1 8 0 ° に設定 した。 しか しなが ら、開度

は特 に限定 しない。例 えば、 9 0 ° 、 1 8 0 ° 、 2 7 0 ° な どであ ってもよ

い。



請求の範囲

[ 請求項 1] 固定押 さえ部材 と、

該固定押 さえ部材 に対 して開 く開位置 と、該固定押 さえ部材 に対 し

て閉 じる閉位置 と、 に切替可能な可動押 さぇ部材 と、

を有するテープ連結部 を備 え、

該開位置 において、該可動押 さえ部材 と該固定押 さえ部材 とに跨 る

ように、 スプライステープが配置 され、

該開位置 において、該スプライステープの うち該固定押 さえ部材側

の部分の表面 に、第一テープの第一連結端部 と第二テープの第二連結

端部 とが配置 され、

該開位置か ら該閉位置 に切 り替わることによ り、該可動押 さえ部材

が該固定押 さえ部材 に対 して閉 じられ、該可動押 さえ部材が該固定押

さえ部材 に対 して表裏方向に重な り、該可動押 さえ部材 と該固定押 さ

ぇ部材 との間に該スブラィステープが折 り込 まれ、該第一連結端部 と

該第二連結端部 とが表裏方向か ら該スブライステープによ り挟持 され

、該第一連結端部 と該第二連結端部 とが連結 され る ス ブライ シ ン グ装

置。

[ 請求項 2 ] 前記可動押 さえ部材 を自動的に前記閉位置か ら前記開位置 に復動 さ

せる復動部 と、

該開位置か ら該閉位置 に切 り替わる際に、前記第一連結端部 と前記

第二連結端部 とを連結可能な所定移動量 に対 して、該可動押 さえ部材

の実際の移動量が達 していない場合 に、該復動部 による該可動押 さえ

部材の復動 を規制する規制部 と、

を備 える請求項 1 に記載のスプライシ ン グ装置。

[ 請求項 3 ] 前記テープ連結部 は、前記閉位置 において、前記スプライステープ

によ り該第一連結端部 と該第二連結端部 とが連結 される際に、該スプ

ラ イ ステープに対 して前記第一連結端部 と前記第二連結端部 とを位置

決めする、位置決め部 を備 える請求項 1 または請求項 2 に記載のスプ



ライシング装置。

[ 請求項4] 前記 スプライステープは、該スプライステープの長手方向に並ぶ複

数の第一位置決め孔か らなる第一孔列 と、該第一孔列の短手方向に並

置 され該スプライステープの長手方向に並ぶ複数の第二位置決め孔か

らなる第二孔列 と、 を有 し、

前記第一テープは、該第一テープの長手方向に並ぶ複数の第一送 り

孔 を有 し、

前記第二テープは、該第二テープの長手方向に並ぶ複数の第二送 り

孔 を有 し、

前記位置決め部 は、

前記固定押 さえ部材 に配置 され、前記開位置 において、裏側か ら該

第一位置決め孔 と該第一送 り孔 と該第二送 り孔 とに挿入される固定位

置決め ピンと、

前記可動押 さえ部材 に配置 され、該開位置 において、裏側か ら該第

二位置決め孔 に揷入され、該開位置か ら前記閉位置 に切 り替わる際に

、表側か ら該第一送 り孔 と該第二送 り孔 とに挿入される可動位置決め

ピンと、

を有する請求項 3 に記載のスプライシング装置。
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